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町
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
防
災
対
策
事
業
に
３
億
５
千
万
円
！

　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算　

総
額
約
６
億
６
千
６
百
万
円
！

中中よさこい！鍾乳洞芝桜まつり
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第２回第２回
定例会定例会
第２回
定例会

　令和元年第２回定例会が、６月６日から５日間の会期で開催され、冒頭の行政報告で小林町長か
ら１点報告がありました。
　１．天北地域生活交通確保対策協議会の取組状況について
　　　天北宗谷岬線の路線バスは、宗谷バス株式会社により運行しており、稚内市・猿払村・浜頓
　　別町・中頓別町の４市町村で構成する天北地域生活交通確保対策協議会において検討協議を行
　　っております。
　　　本年１０月１日以降、当該バス路線は国庫補助対象外と
　　なる見通しとなり、関係市町村の負担が増大する見込みと
　　なりました。
　　　本年１０月以降のダイヤ見直しにあたりましては、通学、
　　通院、買い物などの地域住民の移動ニーズに対応すること
　　を基本とし、現在運行している２１便のうち、７便で区間
　　を短縮、５便を廃止することとしております。
　　　地域の足を守るため、関係市町村と連携し、今後、北海道との意見交換の場を設けるなど、
　　活動を展開していき、本年１０月からの新ダイヤの実施にあたりましては、関係市町村が一致
　　して周知を図り、混乱が生じないよう努めます。

　教育長の教育行政報告でも１点の報告がありました。
　１．未来への挑戦「ハワイ英語研修」事業について日程は
　　８月２日～９日、オアフ島のホノルルで実施し、参加生徒
　　は中学２年生１１名、中学３年生４名で、生徒と引率者
　　１９名が参加する事業となります。保護者対象の説明会は
　　既に実施していますが、今後はホームステイ研修の具体的
　　な内容等について説明会を開催する予定となっています。

　一般質問では、通告順に５議員が質問を行いました。
　報告では、平成30年度一般会計予算を平成31年度に繰り越して使う「繰越明許費繰越計算書」の
ほか、町が資本金を出資している「有限会社中頓別振興公社」の平成30年度経営状況が報告されま
した。
　任期満了に伴い町長が推薦する人権擁護委員候補者に対する意見の諮問２件、条例制定及び改正、
補正予算を含む10議案を原案可決し、議員提案による条例の制定は否決となり、会期を３日残して
７日に閉会しました。

10月から新ダイヤとなる宗谷バス

昨年も実施したハワイ英語研修

町
政
執
行
方
針
を
表
明
す
る
小
林
町
長



第２回定例会で
　　　決まりました
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第２回定例会で
　　　決まりました

○ 

諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
対
す

　

 

る
意
見　

石
井
英
正
氏
（
再
任
）

○ 

諮
問
第
２
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
対
す

　
 

る
意
見　

藤
田
淳
麿
氏
（
再
任
）

　

 
諮
問
第
１
号
、
第
２
号
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
、 

 

町
長
が
推
薦
す
る
人
権
擁
護
委
員
２
名
に
つ
い
て
、

 

議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、
い 

 

ず
れ
も
適
任
で
あ
る
と
答
申
し
ま
し
た
。

 

（
任
期
３
年　

令
和
元
年
10
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

令
和
４
年
９
月
30
日
）

○ 

議
案
第
33
号　

介
護
保
険
条
例
（
一
部
改
正
）

　

 

本
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
引
き

 

上
げ
に
伴
う
、
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措
置
の

 

拡
大
。

○ 

議
案
第
34
号　

山
村
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管

　

 

理
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

 

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
式
の
宿
泊
施
設
を
設
置
し
、

 

運
用
す
る
こ
と
に
伴
う
利
用
料
金
の
設
定
。

○ 

議
案
第
35
号　

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

　

 

画
の
変
更

　

 

今
年
度
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
財
源
の
確

 

保
を
図
る
た
め
の
計
画
変
更
。

○ 

議
案
第
36
号　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　

 

規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
37
号　

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　

 

組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
38
号　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

　

 

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
39
号　

物
品
売
買
契
約
の
締
結

　

 　

観
光
滞
在
施
設
購
入
（
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
）

 

に
か
か
る
契
約
の
締
結

○ 

議
案
第
40
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

 

歳
入
歳
出
に
６
億
６
千
６
４
１
万
円
を
追
加
し
、

 

総
額
は
41
億
１
千
９
５
１
万
円
に
。

 　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
人
事
管
理
事
務
事
業
３ 

 
千
５
百
万
円
、
防
災
対
策
事
業
３
億
５
千
２
８
０

 
万
円
、
電
子
自
治
体
推
進
事
業
１
千
４
９
５
万
円
、

 

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改
事
業
２
千
４
２
８

 

万
円
（
総
務
費
）

 　

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
１
千
５
４
８
万
円
（
衛

 

生
費
）

 　

草
地
整
備
型
公
共
牧
場
整
備
事
業
３
千
８
０
０ 

 

万
円
（
農
林
水
産
業
費
）

 　

観
光
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
１
千
８

 

８
３
万
円
（
商
工
費
）

議　

決　

内　

容

議　

決　

内　

容

議　

決　

内　

容

 　

中
頓
別
弥
生
線
交
付
金
事
業
４
千
９
８
４
万
円 

 

（
土
木
費
）

 　

寿
野
外
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
費
４
千
３
６
３

 

万
円
（
教
育
費
）

○ 

議
案
第
41
号　

自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
補

　

 

正
予
算

　

 

歳
入
歳
出
に
３
６
３
万
円
を
追
加
。
総
額
は
４

 

千
２
５
２
万
円
に
。

 　

歳
出
で
は
、
教
習
生
送
迎
用
車
両
購
入
を
計
上
。

○ 

議
案
第
42
号　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　

 

補
正
予
算

　

 

収
益
的
収
支
の
収
入
及
び
支
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７

 

０
万
円
を
追
加
。
総
額
は
５
億
４
千
19
万
円
に
。

 　

歳
出
で
は
、
旧
管
理
人
住
宅
解
体
に
か
か
る
固 

 

定
資
産
除
去
損
を
計
上
。

 　

資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
の
組
み
替
え
に
よ
り

 

増
減
な
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

×
 

発
議
第
１
号　

議
会
の
議
員
報
酬
額
及
び
費
用

　

 

弁
償
並
び
に
そ
の
支
給
に
関
す
る
条
例
（
一
部

　

 

改
正
）

　

 　

町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
（
2.6
月
分
）
を
廃

 

止
。

※
 

○ 

は
原
案
可
決
、 ×

 

は
否
決
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質私たちの一般質問私たちの一般質私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問
　

地
震
・
集
中
豪
雨
な
ど
の
天
災
は
自
然
現
象
で
あ

り
、
そ
れ
自
体
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
が
、
被
害
を
少
し
で
も
小
さ
く
す
る
防
災
、
減
災

の
取
組
み
が
近
年
、
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
に
お
け
る
地
震
・
集
中
豪
雨
を
は
じ

め
と
す
る
天
災
対
策
と
住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

当
町
に
お
い
て
大
き
な
地
震
災
害
は
開
拓
の
時
代

か
ら
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
住
宅
に
お
け
る

耐
震
性
が
不
十
分
な
住
宅
は
全
体
の
43
％
程
度
と
推

計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
危
険
を
伴
う
廃
屋
に
つ

き
ま
し
て
は
、
危
険
廃
屋
解
体
撤
去
助
成
事
業
に
よ

り
補
助
さ
れ
、
そ
の
危
険
性
の
排
除
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
集
中
豪
雨
に
お
け
る
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
国
か

ら
１
０
０
０
年
に
１
度
起
こ
る
大
雨
に
基
づ
く
作
成

を
指
導
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
実
施
予
定
の
北
海
道

の
調
査
を
基
に
作
成
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
の
胆
振
東
部
地
震
に
お
け
る
停

電
災
害
の
教
訓
と
し
て
、
住
民
に
お
け
る
情
報
収
集

の
手
段
と
し
て
世
帯
毎
に
防
災
用
ラ
ジ
オ
１
台
を
配

付
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
伝
達

の
手
段
と
い
た
し
ま
し
て
、
本
定
例
会
に
お
い
て
防

災
用
行
政
無
線
の
整
備
の
た
め
の
補
正
予
算
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
国
保
税
限
度
額
が
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た

が
、
均
等
割
の
う
ち
子
ど
も
の
均
等
割
に
つ
い
て
減

免
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

北
海
道
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
、
「
被
保
険

者
の
負
担
の
公
平
性
か
ら
、
将
来
的
に
は
道
内
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
、
所
得
水
準
、
世
帯
構
成
が
同
じ

で
あ
れ
ば
、
保
険
料
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
目
指
す
」

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
町
単
独
の
独
自
の
減
免
制

度
を
設
け
る
こ
と
は
広
域
化
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
考
え
ま
す
。

　

今
日
の
中
頓
別
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段

と
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
農
水
省
が
近
年
「
農
業

女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、

当
町
で
も
女
性
の
農
業
進
出
を
後
押
し
す
る
施
策
が

出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

本
町
は
酪
農
振
興
を
重
点
に
進
め
て
い
ま
す
が
、

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
等
で
生
産
体
制
維
持
が
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
地
域
で
は
６
次
産
業
化
の
分

質　

問

 

地
震
・
集
中
豪
雨
な
ど
の
天
災
対
策
に
つ
い
て

細 

谷 

久 

雄 

議
員

髙 

橋 

憲 

一 

議
員

質　

問

 

国
保
税
の
子
ど
も
均
等
割
の
減
免
に
つ
い
て

質　

問

 

自
立
的
農
業
の
育
成
に
つ
い
て
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れ
、
ま
ず
は
実
態
を
把
握
し
た
上
で
基
本
的

な
考
え
方
を
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
お
答
え
を
い
た
だ
い
た
河
川
の
外
来
種
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
２
年
が
経
過
し
、

そ
の
実
態
把
握
や
調
査
、
基
本
的
な
考
え
の

整
理
は
出
来
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

平
成
30
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
生
息
調

査
の
事
前
調
査
と
し
ま
し
て
文
献
調
査
や
、

今
ま
で
実
施
し
て
き
た
生
息
調
査
、
聴
き
取

り
調
査
の
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、
今
後

の
対
応
を
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
文
献
調
査
の
中
で
は
、
ニ
ジ
マ
ス
が
外

来
種
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
影
響
が

ど
こ
ま
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
専
門
家
の
意
見

も
交
え
て
調
査
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
今
後
で
き
る
だ
け
早
く
体

制
を
作
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
内
の
釣
り

人
に
協
力
を
得
な
が
ら
情
報
提
供
を
頂
き
生

息
状
況
の
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

「
健
康
寿
命
」
と
は
、
介
護
を
受
け
た
り

寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ
ず
日
常
生
活
を
送

れ
る
期
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
北

野
で
女
性
農
業
者
の
活
躍
の
事
例
が
あ
り
ま

す
。

　

女
性
農
業
者
が
活
躍
す
る
こ
と
は
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
る
か
検
討
し
た
い
。

　

平
成
29
年
12
月
定
例
会
で
質
問
し
た
件
で

す
が
、
町
を
流
れ
る
河
川
で
の
外
来
種
対
策

に
つ
い
て
で
す
。
頓
別
川
や
兵
知
安
川
と
そ

の
支
流
に
お
け
る
在
来
種
と
外
来
種
の
関
係

性
と
生
息
調
査
や
駆
除
に
つ
い
て
、
当
時
町

長
か
ら
の
お
答
え
で
は
、
「
こ
れ
ま
で
町
と

し
て
深
く
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
思
わ

海
道
の
平
均
寿
命
は
２
０
１
６
年
度
男
性
で

72.0
歳
、
女
性
で
73.8
歳
と
の
こ
と
で
あ
り
、
健

康
を
害
し
た
か
た
ち
で
男
性
は
約
８
年
、
女

性
は
約
12
年
も
身
体
機
能
を
制
限
さ
れ
た
上

で
の
生
活
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
長
く
送
る
こ
と

こ
そ
が
、
予
防
医
療
や
保
健
福
祉
の
重
要
課

題
と
考
え
る
が
、
我
が
町
の
今
後
の
対
策
を

伺
う
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

当
町
で
は
、
健
康
に
関
す
る
計
画
「
健
康

な
か
と
ん
べ
つ
21
」
を
策
定
し
、
そ
の
計
画

に
基
づ
き
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
健
康
格
差

の
縮
小
に
つ
い
て
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
の
脳
血
管
疾
患
・

心
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
の
治
療
の
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
健

康
寿
命
の
延
伸
に
は
そ
の
発
症
予
防
と
重
症

化
予
防
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
長
く
送
る
た
め
、
生
涯
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
町
立

病
院
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
に
よ
る
個

別
指
導
、
健
康
運
動
指
導
士
を
養
護
老
人
ホ

ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
し

健
康
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、

事
業
を
拡
大
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
施
設
の
利
用
、
使
用
単
価
が
高
い
と
い

う
声
が
多
数
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

①
温
泉
、
コ
テ
ー
ジ
、
自
然
学
校
、
も
う

も
う
な
ど
の
前
年
度
と
新
組
織
と
な
っ
た
今

年
度
の
４
月
、
５
月
の
利
用
実
績
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

②
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
の
社
員
と
し
て
出
資
金
ま

た
は
基
金
を
今
後
積
み
立
て
る
考
え
は
な
い

か
。

　

③
各
施
設
の
利
用
者
目
線
は
、
町
民
か
町

外
者
に
な
る
の
か
。

長
谷
川 

克 

弘 
議
員

質　

問

 

自
然
環
境
保
全
に
つ
い
て

質　

問

 

健
康
寿
命
を
延
ば
す
対
策
に
つ
い
て

星 

川 

三
喜
男 

議
員

質　

問

 

な
か
と
ん
べ
つ
観
光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ

ー
ロ
ー
の
運
営
に
つ
い
て



質疑・質問は
　　要約されています
　スペースの都合上、審議した議案や質疑・
質問と答弁の内容を要約して載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されて
おり、ご覧になりたい方は議会事務局までお
問い合わせください。

なかとんべつ町議会だより２０７号 ６

　

小
林
町
長
は
、
所
信
表
明
の
冒
頭
で
職
務

を
全
う
す
る
と
覚
悟
を
示
さ
れ
た
が
、
た
っ

た
一
日
の
選
挙
戦
で
さ
え
戦
う
こ
と
が
出
来

な
い
ほ
ど
の
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
本
当
に
再
度
四
年
間
、
誠
心

誠
意
町
民
の
負
託
に
応
え
る
と
い
う
こ
と
に

対
し
て
な
ん
の
不
安
も
な
い
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
所
信
表
明
で
は
、
全
町
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
化
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
、
遅
れ
て
い
る
中
頓
別
町
内
市
街
地

以
外
の
地
域
で
の
光
回
線
普
及
な
ど
、
快
適

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

と
思
う
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
対
応

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

①
な
か
と
ん
べ
つ
観
光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ

ー
ロ
ー
が
現
在
管
理
運
営
し
て
い
る
施
設
に

お
け
る
、
前
年
度
４
月
、
５
月
の
利
用
見
込

み
の
比
較
は
、※

別
紙
資
料
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

②
社
員
の
増
員
及
び
基
金
の
増
額
等
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
方
向
性
を
検

討
し
て
い
く
考
え
方
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

③
各
施
設
は
、
町
民
の
方
に
も
町
外
か
ら

訪
れ
る
方
に
も
喜
ん
で
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
管
理
運
営
に
努
め
る
よ
う
町
と
し
て
も
指

導
し
て
お
り
ま
す
。

を
お
考
え
な
の
か
。
実
現
の
見
通
し
は
あ
る

の
か
。

　

執
行
方
針
の
観
光
面
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
と
あ
る
が
、
一
般
社
団
法
人

な
か
と
ん
べ
つ
観
光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ
ー
ロ

ー
は
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
、
そ
の
候
補
法
人
な

ど
に
登
録
さ
れ
た
の
か
。

　

住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
特
に
民
間

賃
貸
住
宅
の
増
加
に
よ
っ
て
町
営
住
宅
等
の

空
室
が
増
え
て
き
た
影
響
に
よ
り
、
町
に
と

っ
て
の
家
賃
収
入
は
減
る
一
方
で
、
町
職
員

の
住
宅
手
当
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
町

の
住
宅
事
情
に
つ
い
て
再
度
見
直
し
を
か
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

選
挙
時
に
入
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

態
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
心
か
ら
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
公
務
に
支

障
を
来
す
も
の
で
は
な
く
、
職
責
を
全
う
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

全
町
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
事
業
を
前
提
に
検
討
を
進
め
て
お

り
、
公
設
だ
け
で
な
く
民
設
で
の
整
備
も
補

助
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
通
信
事
業
と
整

備
手
法
を
含
め
た
実
施
の
可
能
性
を
協
議
し
、

整
備
に
要
す
る
経
費
や
整
備
後
に
か
か
る
コ

ス
ト
な
ど
を
検
証
し
た
上
で
今
年
度
中
に
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
か
と
ん
べ
つ
観
光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ
ー

ロ
ー
で
は
、
当
面
は
既
存
の
指
定
管
理
受
託

施
設
の
全
体
的
な
運
営
を
確
立
す
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
た
運
営
を
し
て
お
り
、
現
時
点

で
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
と
し
て
の
候
補
法
人
等
に

登
録
は
し
て
い
な
い
。

　

住
環
境
の
整
備
で
は
、
現
在
、
町
営
住
宅

等
の
空
室
は
、
政
策
空
家
を
除
い
た
全
体
の

戸
数
に
対
し
て
約
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
独

身
者
住
宅
の
空
室
は
３
戸
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
町
営
住
宅
等
の
将
来
的
な
需
要
を
見
据

え
民
間
賃
貸
住
宅
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
い
く
か
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員

質　

問

 

小
林
町
政
二
期
目
に
あ
た
っ
て
の
所
信

表
明
と
執
行
方
針
に
つ
い
て

（別紙資料） 施設毎利用者数の対比



なかとんべつ町議会だより２０７号７

議
案
審
議
の

主
な
質
疑
及
び
答
弁

発
議
第
１
号

　

議
会
の
議
員
報
酬
額
及
び
費
用
弁
償
並

び
に
そ
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
一
部
改
正
）

Ｑ
．
人
口
減
少
と
今
後
の
町
の
財
源
を
具

　

体
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

議
案
が
否
決
さ
れ
た
場
合
に
、
期
末

　

手
当
を
受
け
取
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
細
谷
議
員
）

Ａ
．
一
期
４
年
間
分
の
期
末
手
当
を
別
に

　

積
み
立
て
を
し
ま
す
。
議
員
を
辞
め
る

　

時
に
、
町
に
寄
付
し
ま
す
。

　
　

人
口
減
少
に
よ
り
税
収
が
減
っ
て
い

　

き
ま
す
。
ま
た
、
交
付
税
も
毎
年
減
っ

　

て
い
る
な
か
で
、
議
員
の
期
末
手
当
を

　

削
減
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
町
民
の

　

た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
議
員
）

（
反
対
）

　
　

議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
特

　

別
職
報
酬
等
審
議
会
で
今
後
の
財
政
を

　

踏
ま
え
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
だ

　

と
思
い
ま
す
し
、
こ
の
回
答
を
真
摯
に

　

受
け
止
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
議

　

員
の
な
り
手
不
足
や
無
投
票
当
選
が
増

　

え
る
中
、
議
員
の
期
末
手
当
を
支
給
す

　

る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
議
員
と

　

し
て
議
会
に
参
加
出
来
る
機
会
を
与
え

　

る
こ
と
に
も
な
り
、
今
後
の
町
の
活
性

　

化
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

（
賛
成
）

　
　

議
員
報
酬
が
低
い
、
定
数
が
少
な
い

　

自
治
体
ほ
ど
、
な
り
手
不
足
の
傾
向
に

　

あ
る
と
デ
ー
タ
上
示
さ
れ
て
い
る
。
し

　

か
し
、
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
違
う

　

の
で
、
中
頓
別
町
議
会
で
は
報
酬
が
高

　

く
な
く
て
も
、
恐
ら
く
期
末
手
当
が
無

　

か
っ
た
の
で
年
収
で
い
っ
た
ら
日
本
一

　

安
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

　

過
去
で
も
無
投
票
は
少
な
く
ほ
と
ん
ど

　

が
投
票
に
な
っ
て
い
た
。

　
　

報
酬
を
上
げ
て
も
な
り
手
不
足
の
解

　

消
に
は
な
ら
な
い
。
期
末
手
当
の
減
額

　

に
関
す
る
規
定
が
な
く
、
制
度
上
の
問

　

題
も
あ
る
中
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

　

ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
期
末
手
当
の
廃
止

　

に
は
賛
成
し
た
い
。

【
討
論
】

○
細
谷
議
員

○
宮
崎
議
員

（
反
対
）

　
　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で
相
当
な
時

　

間
を
か
け
て
論
議
さ
れ
提
案
さ
れ
た
こ

　

と
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

　

財
政
事
情
を
理
由
に
す
る
な
ら
議
員
だ

　

け
減
ら
す
論
理
は
無
い
。

　
　

審
議
会
の
答
申
で
は
、
各
種
委
員
や

　

特
別
職
を
含
め
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
中

　

に
議
員
も
入
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
議

　

員
だ
け
期
末
手
当
を
廃
止
す
る
こ
と
は

　

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
と
き
に
公

　

平
性
に
欠
け
る
。
期
末
手
当
は
議
員
に

　

与
え
ら
れ
た
唯
一
の
手
当
て
で
あ
り
、

　

他
町
村
の
比
較
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

　

ら
時
期
的
に
も
妥
当
性
が
あ
る
も
の
と

　

考
え
ま
す
。

表
決
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決

　

【
賛
成
者
】
星
川
議
員
、
宮
崎
議
員

○
東
海
林
議
員

議
案
第
34
号

　

山
村
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
（
一
部
改
正
）

Ｑ
．
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
設
置
場
所
は

　

ど
こ
に
な
る
の
か
。　

（
星
川
議
員
）

Ａ
．
設
置
場
所
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
サ

　

イ
ト
で
電
気
が
引
け
る
と
こ
ろ
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
永
田
産
業
課
参
事
）

Ｑ
．
暖
房
料
の
１
泊
１
５
０
０
円
は
１
棟

　

で
６
０
０
０
円
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

Ａ
．
１
棟
１
泊
１
５
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
永
田
産
業
課
参
事
）

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委員会
を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、９月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。

議会を傍聴しましょう

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会の
議事録などを公開しています。
　町ホームページから 中頓別町について ⇒ 中頓別町議会 、又は 行政情報 ⇒ 議会 へ進みご覧ください。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

議員の期末手当廃止を訴える星川議員



い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

なかとんべつ町議会だより２０７号 ８

　

議
員
全
員
で
構
成
す
る
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

（
宮
崎
泰
宗
委
員
長
）
で
は
、
本
会
議
で
審
査
を
付
託
さ
れ

た
１
議
案
に
つ
い
て
、
審
査
の
結
果
、
次
の
意
見
を
付
し
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
、
議
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

議
案
第
40
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

【
審
査
意
見
】

　

各
事
業
に
か
か
る
委
託
に
つ
い
て
、
よ
り
町
の
考
え
方
や

町
民
の
意
思
を
反
映
し
、
ま
た
職
務
の
領
域
を
拡
大
す
る
こ

と
に
よ
り
委
託
料
な
ど
の
削
減
を
望
む
。

　
　

委
託
料
が
多
い
し
金
額
も
大
き
い
の
で
、
職
員
で
対
応

で
き
る
も
の
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
議
員
）

　
　

職
員
で
出
来
る
こ
と
は
職
員
で
と
い
う
こ
と
を
基
本
と

し
て
、
指
摘
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
執
行
前
に
し
っ
か
り
精

査
し
対
応
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
町
長
）

問答

　
　

説
明
資
料
で
屋
内
受
信
機
１
，
０
０
０
台
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ラ
ジ
オ
と
一
緒
で
全
戸
配
付
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
議
員
）

　
　

各
家
庭
に
１
台
ず
つ
受
信
機
を
配
付
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
長
）

　
　

防
災
無
線
は
ど
う
い
う
仕
組
み
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

　
　

町
の
ほ
う
か
ら
防
災
の
内
容
を
発
信
し
て
い
く
。
受
信

機
は
電
池
タ
イ
プ
で
停
電
に
影
響
は
な
い
。
電
源
が
切
ら
れ

て
い
て
も
町
の
方
か
ら
放
送
が
あ
れ
ば
自
動
で
入
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
長
）

　
　

観
光
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
は
何
年
か
け
て

仕
上
げ
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
議
員
）

　
　

計
画
は
今
年
度
に
委
託
し
て
基
本
計
画
ま
で
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

（
永
田
産
業
課
参
事
）

　
　

１
年
で
１
，
８
０
０
万
円
か
け
て
す
る
価
値
が
あ
る
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
議
員
）

　
　

既
存
部
分
の
活
用
方
法
や
配
置
計
画
、
利
用
実
態
や
ニ

ー
ズ
調
査
等
を
含
め
て
基
本
計
画
を
ま
と
め
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
永
田
産
業
課
参
事
）

　
　

台
湾
中
華
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

　
　

平
成
28
年
度
の
協
定
に
基
づ
く
も
の
で
、
７
月
11
日
〜

８
月
19
日
ま
で
の
40
日
間
で
４
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
永
田
産
業
課
参
事
）

　
　

敏
音
知
地
区
宿
泊
施
設
再
整
備
基
本
計
画
の
策
定
の
段

階
で
、
診
断
の
結
果
、
宿
泊
施
設
を
新
し
く
建
て
直
す
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　

（
西
浦
議
員
）

　
　

計
画
は
今
年
度
に
委
託
し
て
基
本
計
画
ま
で
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

 

（
永
田
産
業
課
参
事
）

　
　

委
託
料
が
高
額
な
の
で
、
宿
泊
施
設
全
体
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
細
か
い
調
査
を
し
な
く
て
も
建
て

替
え
の
方
が
よ
い
の
で
は
。　
　
　
　
　
　

（
西
浦
議
員
）

　
　

今
年
度
内
容
に
つ
い
て
精
査
し
て
、
様
々
な
こ
と
を
考

え
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
永
田
産
業
課
参
事
）

　
　

中
頓
別
弥
生
線
の
工
程
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
谷
川
議
員
）

　
　

今
年
度
は
設
計
、
来
年
度
は
用
地
で
再
来
年
度
か
ら
工

事
予
定
と
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

（
土
屋
建
設
課
長
）

　
　

弥
生
線
に
も
歩
道
付
の
橋
梁
が
架
か
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
谷
川
議
員
）

　
　

中
頓
別
弥
生
線
は
途
中
ま
で
歩
道
を
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
橋
梁
も
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
土
屋
建
設
課
長
）

　
　

給
料
で
追
加
に
な
っ
て
い
る
が
誰
に
払
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

　
　

現
在
配
置
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
１
名

が
７
月
末
で
任
期
満
了
と
な
る
が
、
８
月
か
ら
は
職
員
と
し

て
採
用
す
る
た
め
追
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
笹
原
総
務
課
参
事
）

問答問答問答問答問答

問答 問答 問答 問答 問答

総　

括　

質　

疑

総　
　

務　
　

費

商　
　

工　
　

費

土　
　

木　
　

費

教　
　

育　
　

費

いきいきふるさと
常任委員会

主な質疑＆答弁



なかとんべつ町議会だより２０７号９

※　繰越明許費（くりこしめいきょひ）は、予算
　に計上されているが、年度内に支出が終わらな
　いと見込まれるものについて、予算に定めるこ
　とにより、翌年度に繰り越して支出することが
　できるものです。

報告第１号　平成３０年度一般会計繰越明許費繰
　　　　　　越計算書の報告
　平成30年度から31年度に次の事業予算が繰り越
されました。

報　告　事　項
※　町が出資する法人等は、毎年度、経営状況を
　議会に報告しなければなりません。

報告第２号　有限会社中頓別振興公社の経営状況
　　　　　　報告
　寿レクレーション施設、一般廃棄物処理施設、
鍾乳洞ふれあい公園、国保病院管理清掃、有害鳥
獣処理施設業務等を営む同社全体の平成30年度決
算状況は次のとおりです。
　当期純利益が1,169,636円となりました。
●損益計算結果、貸借対照表
　・収益合計
　・費用合計
　・営業利益
　・当期純利益
　・資産合計
　・負債合計
　・純資産合計

有限会社中頓別振興公社

72,296,507円
70,694,732円
1,601,775円
1,169,636円
23,270,009円
4,981,884円
18,288,125円

　

町
民
の
皆
様
の
負
託
を
受
け
て
８
人
の
同
士
が
、
明
る

く
元
気
の
よ
い
中
頓
別
町
の
構
築
の
た
め
活
動
を
始
め
ま

し
た
。

　

今
後
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
開
か
れ
た
議
会
へ

と
充
実
さ
せ
る
た
め
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
町
議
会
の
役
割
、
議
員
の
役
割
と
は
何
で
し
ょ

う
。

　

町
議
会
は
、
町
民
の
代
表
者
で
あ
る
議
員
が
、
町
民
の

要
望
や
意
見
を
く
み
取
り
、
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
執
行
機
関
で
あ
る
町
に
対
し
、
政

策
の
審
議
・
決
定
を
行
う
議
決
機
関
で
す
。
一
方
で
町
民

の
皆
様
か
ら
は
町
政
や
議
会
に
対
し
て
の
苦
情
を
多
く
耳

に
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
議
員
の
町
民
に
対
し
て
の

説
明
責
任
が
足
り
な
い
こ
と
が
原
因
で
、
町
民
と
情
報
共

有
を
し
、
身
近
な
議
会
、
議
員
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
「
駄
目
な
も
の
は
駄
目
」
と
強
い

意
志
で
主
張
し
、
小
さ
な
声
に
も
心
を
寄
せ
て
、
ど
う
す

る
事
が
町
民
の
た
め
に
な
る
の
か
前
向
き
に
考
え
行
動
出

来
る
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
も
負
託
を
受
け
た
者
と
し
て
、
そ
の
役

割
を
し
っ
か
り
果
た
せ
る
よ
う
私
自
信
も
勉
強
を
重
ね
、

町
民
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
、
少
し

で
も
前
に
進
め
た
い
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
町

民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
、
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人
・
細
谷
久
雄
）

町
民
の
皆
様
の
負
託
を
受
け
て
８
人
の
同
士
が
、
明
る

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

議
員
だ
よ
り
〜
私
の
思
い
〜

起業誘致促進事業を活用したドリームジャンボファーム

           
（単位：千円） 

事 業 名 繰越金額 

起業誘致促進事業 100,000 

畜産・酪農収益力強化整備等対

策特別事業 33,607 

合   計 133,607 



　

い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
編
集
特

別
委
員
一
同
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
活
動
を

知
っ
て
頂
く
た
め
に
、
わ
か
り
や
す
く
、
読

み
や
す
い
紙
面
の
編
集
に
取
組
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、
一
読
下
さ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
の
時
代
へ
元
号
も
変
わ
り

新
し
い
時
代
へ
の
幕
開
け
の
今
年
、
中
頓
別

町
で
は
、
開
拓
１
１
０
年
町
制
施
行
70
年
の

記
念
の
年
で
も
あ
り
記
念
事
業
も
た
く
さ
ん

計
画
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
に
お
い
て

も
興
味
を
示
し
、
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
総
額
６
億
６
千
６
百
万

円
の
大
型
補
正
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
中

で
も
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
防

災
行
政
無
線
整
備
に
３
億
５
千
２
百
万
円
の

予
算
で
、
中
頓
別
町
の
全
世
帯
に
受
信
機
が

設
置
さ
れ
、
ま
た
屋
外
に
10
基
の
拡
声
器
が

整
備
さ
れ
る
計
画
で
す
。
有
事
の
際
に
は
的

確
な
情
報
伝
達
が
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
、
昨
年
９
月
に
起
き
た
全
道
一
円
の
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
よ
う
な
事
象
に
も
対
応
で

き
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
が
、
「
宝
の
持

ち
腐
れ
」
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
そ
の
整
備
以
外

に
も
確
実
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お

り
ま
す
。

　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
長
）

編　

集　

後　

記

９日　議会広報編集特別委員会
17日　議会広報編集特別委員会

２日　名寄駐屯地創立66周年記念行事
　　　鍾乳洞芝桜まつり
４日～５日
　　　宗谷管内町村議会議員研修会（利尻富士町）
６日～７日
　　　第２回定例会・議会運営委員会
９日　中頓別小学校運動会
　　　自衛隊協力会総会
11日　北海道町村議会議長会定期総会（札幌市）
13日　平和祈念式
21日　議会広報編集特別委員会
22日　こども園運動会
25日～26日
　　　北海道町村議会議員研修会（札幌市）

議会の動き
４月

７日　全員協議会
10日　第２回臨時会・議会運営委員会
13日　宗谷管内議長会定期総会（稚内市）
16日　中頓別町商工会通常総会
18日　中頓別町クリーン作戦
19日　中頓別消防団春季消防演習
20日　宗谷本線活性化推進協議会定期総会（士別市）
25日　中頓別中学校運動会
28日～29日
　　　 町村議会議長・副議長研修会（東京都）
30日　天北地域生活交通確保対策協議会及び稚内
　　　音威子府間「命をつなぐ街道」整備促進期
　　　成会総会（浜頓別町）
31日　中頓別町育英会総会

５月

６月

２日　議会広報編集特別委員会
７月

なかとんべつ町議会だより２０７号 10

　令和元年度宗谷管内町村議会議員研修会が６
月４日、「利尻富士町総合交流促進施設りぷら」
において開催され、７名の議員が参加しました。
　研修会では、管内９町村の議会議員や事務局
職員、また、大谷正毅宗谷総合振興局副局長、
田村祥三利尻富士町長にもご来賓として出席頂
き、合せて８７名の参加を得て議員としての情
報交換など横の連携を密にしました。
　はじめに主催者を代表して、宗谷町村議会議
長会会長である中村忠勝会長（浜頓別町議会議
長）が演壇に立ち挨拶をし、来賓挨拶として宗
谷総合振興局副局長　大谷正毅様、利尻富士町
長　田村祥三様の祝辞を頂き、開催地挨拶とし
て、前田芳久議長が歓迎の挨拶を行いました。
　研修会の講演
では、「町村議
会の課題と議会
の活性化」と題
し、北海道町村
議会議長会事務
局長　村川寛海氏のお話しがあり、①最近の町
村議会の動向と報酬等の課題、②議員報酬・定
数等に関する調査結果の分析、③議員報酬をめ
ぐる現状と町村議会の取り組みなど興味深い貴
重な講演をしていただきました。
　研修終了後、町内視察が行われ、鬼脇地区小
中併置校・オタトマリ沼・利尻空港・消防利尻
富士支署を視察しました。視察終了後は、「利
尻富士町総合交流促進施設りぷら」において交
流会を開催、利尻雅道会による琴の披露、利尻
富士町の特産品が当たる抽選会を行い、他町村
議員との情報交換もでき、有意義な時間を過ご
すことが出来ました。
　　　　　　　　　　　（報告者：細谷久雄）

宗谷管内町村議会議員研修会報告
≪宗谷管内町村議会研修会に参加して≫


